
          

十
円 

         



あ
ら
す
じ 

 

赤
星
（1

6

）
は
恋
人
イ
ン
リ
ン
（4

0

）
と
の
海
水
浴

中
、
ボ
ー
ト
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
命
を
落
と
す
。 

 

程
な
く
し
て
イ
ン
リ
ン
も
不
慮
の
事
故
で
死
ぬ
。 

 

さ
ら
に
は
赤
星
ら
の
友
人
だ
っ
た
う
ら
ら
（4

0

）
と

江
藤
（1

6

）
も
立
て
続
け
に
事
故
死
す
る
。 

 

連
続
怪
死
事
件
の
噂
と
な
り
、
噂
を
口
に
し
た
オ
リ

ビ
ア
（4

0

）
と
垣
内
（1

6

）
が
事
故
死
し
た
と
こ
ろ

で
、
物
語
の
幕
が
閉
じ
る
。 

       



登
場
人
物 

 

赤
星
（1

6

） 
 

イ
ン
リ
ン
（4

0

） 
 

う
ら
ら
（4

0

） 
 

江
藤
（1

6
） 

 

オ
リ
ビ
ア
（4

0
） 

垣
内
（1

6

） 
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○
砂
浜 パ

ラ
ソ
ル

の
下

に
水
着
姿

の
う
ら
ら
（4

0

）
が

寝
そ
べ
っ
て
い
る
。 

江
藤
（1

6

）
、
う
ら
ら
の
背
中
に

オ
イ
ル
を
塗
っ

て
い
る
。 

う
ら
ら
「…
赤
星
君

た
ち
は
？
」 

 
 

江
藤
、
海

を
見

て
、 

江
藤
「
海

で
い
ち
ゃ
つ
い
て
る
よ
（
と
笑
う
）
」 

 
 

 

○
海 

赤
星
（1

6

）
と
イ
ン
リ
ン
（4

0

）
、
浮
き
輪
の
中

で
乳
繰
り
合
っ
て
い
る
。 

赤
星
、
い
き
な
り
浮
き
輪

か
ら

抜
け
出
す
と
、

沖
へ

向
か
っ
て

泳
ぎ
出
す
。 

赤
星
、
少

し
離

れ
た
と
こ
ろ
ま
で
泳
ぐ
と
、 

赤
星
「
イ
ン
リ
ン
！ 

こ
こ
ま
で
お
い
で
！
」 

と
無
邪
気

に
イ
ン
リ
ン
へ

手
を

振
る
。 

イ
ン
リ
ン
「
（
笑
顔
）
」 

 
 

と
、

赤
星
の
近

く
に
サ
メ

の
影
。 

サ
メ
、
水
面
に

ヒ
レ
を
出

し
、

ゆ
っ
く
り
と

赤



- 2 - 

 

星
へ
と
近
づ
い
て
ゆ
く
。 

イ
ン
リ
ン
、
浮

き
輪
を
つ
け
た
ま
ま

ヨ
チ
ヨ
チ

と
赤

星
の
ほ
う
へ
向
か
う
。 

赤
星
、
ま
た
泳

ぎ
出
す
。 

赤
星
、
泳

ぎ
を
や
め
、 

赤
星
「
（
イ
ン
リ
ン

へ
）
こ
っ
ち
だ
よ
ー
！

」 

イ
ン
リ
ン
「
も
ー
！ 

ダ
ー
リ
ン
の

意
地
悪

ー
！
」 

 
 

サ
メ
、
ぐ
ん
ぐ
ん
赤
星
に

迫
る
。 

赤
星
、
気

づ
か
ず
、

イ
ン
リ
ン

へ
笑
顔
を
向
け

て
い
る
。 

次
の

瞬
間
、
赤
星
、
横
か
ら
猛

ス
ピ
ー
ド

で
突

っ
込

ん
で
き
た

モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
に
轢
か
れ
る
。 

 

○
机
の
上 

真
上

か
ら
の
ア
ン
グ
ル
。 

墨
汁

の
入
っ
た

硯
と
半
紙

が
置

か
れ
て
い
る
。 

画
面
外
か
ら
筆

を
持
っ
た

手
が

現
れ
、
筆
に
墨

汁
を
つ
け
る
と

、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
軌
道
の

ご
と
く
勢
い
よ
く
横
線
を

一
本
引
く
。 

 
 

半
紙

の
上
半
分

に
「
－
」
と
書

か
れ
る
。 
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○
車
内
（
数
日
後
） 

 
 

イ
ン
リ
ン
、
思
い
つ
め
た

顔

で
運
転
し
て
い
る
。 

 
 

ル
ー
ム
ミ
ラ
ー

に
ぶ
ら
下

げ
ら
れ
た
ら

キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
に
赤
星

と
撮
っ
た

プ
リ
ク
ラ
が
貼
ら
れ

て
い
る
。 

イ
ン
リ
ン
、
プ
リ
ク
ラ
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

 

○
イ
ン
リ
ン
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（

回
想
） 

イ
ン
リ
ン
、
入

っ
て
く
る
。 

続
け
て
赤
星
が

入
っ
て
く
る
。 

 
 

赤
星
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と

室
内

を
見
渡

し
、 

赤
星
「
（
不
安

げ
に
）
大
丈
夫
な
の
？
」 

イ
ン
リ
ン
「
あ
の
人
、
今
日
は

残
業

だ
か
ら
」 

 
 

イ
ン
リ
ン
、
淫
靡
な
表
情
で

髪
を
か
き
わ
け
る
。 

 
 

二
人
、
見

つ
め

合
う
。 

  
 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 

 

二
人

、
ソ
フ
ァ
ー
で
乳
繰

り
合

う
。 
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○
（
戻
っ
て
）

車
内 

 
 

踏
み

切
り
の
警
報
が
カ
ン
カ
ン

鳴
っ
て
い
る
。 

 
 

イ
ン
リ
ン
、
我

に
返
る
。 

 
 

イ
ン
リ
ン
、
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
、
踏
切

の
前
で

車
を

停
め
る
。 

 
 

踏
切

の
遮
断
機

が
下
り
始

め
る
。 

イ
ン
リ
ン
、
発
作
的

に
ア
ク
セ
ル

を
踏

み
込
み
、

車
を

発
進
さ
せ

る
。 

イ
ン
リ
ン
、
線
路
上

で
車

を
停

め
る
。 

 
 

イ
ン
リ
ン
、
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
手

に
取
り
、 

イ
ン
リ
ン
「
（
強
く
握
り
し
め
）…

ダ
ー
リ
ン
」 

 

○
踏
切
内 

 
 

電
車
、
車
に
迫

っ
て
く
る
。 

電
車

の
け
た
た
ま
し
い
警
笛
が

轟
く
。 

イ
ン
リ
ン

の
車
、
動

く
気
配
が
な
い
。 

次
の

瞬
間
、
車
、
上
か
ら

降
っ
て
き
た
隕
石
に

よ
っ
て
粉
々
に
な
る
。 
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○
机
の
上 

筆
、
先
ほ
ど
の

横
線
と
交

わ
る
よ
う
に
勢
い
よ

く
縦
線
を
振
り

下
ろ
す
。 

半
紙

の
上
半
分

に
漢
字
の
「
十
」
が
で
き
あ
が

る
。 

 

○
踏
切
の

前
（
数
日
後
） 

警
報
機
の
脇
に

花
束
が
置

か
れ
て
い
る
。 

う
ら
ら
（4

0

）
、
花
束
の
前

に
し
ゃ
が
み
込
み
、

手
を

合
わ
せ
て
い
る
。 

と
ス
マ
ホ

に
着
信
が
入
る
。 

 
 

う
ら
ら
、

ス
マ
ホ
を
取
り

出
す
。 

 

○
江
藤
の

部
屋 

 
 

江
藤
、
ス
マ
ホ

で
話
し
て
い
る
。 

江
藤
「
う
ら
ら
？ 

ど
し
た
？ 

さ
っ
き
か
ら
何
度

も
電
話
し
て
る
ん
だ
け
ど
」 

 

○
踏
切
の

前 
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う
ら
ら
、

ス
マ
ホ
を
耳
に
あ
て

た
ま
ま
、

ぼ
ん

や
り
と
空
を
見
上
げ
て
い
る
。 

雲
一

つ
な
い
青
空
。 

う
ら
ら
「

今
、
踏
切

の
前
に
い
る
」 

江
藤
の
声
「…

」 

う
ら
ら
「

隕
石
っ
て
さ
、
き
っ
と
痛

み
な
ん
か
な
い

よ
ね
」 

江
藤
の
声
「…

う
ら
ら
？
」 

う
ら
ら
「

私
に
も
落

ち
て
こ
な
い
か
な
。

隕
石
」 

江
藤
の
声
「
何

い
っ
て
ん
だ
よ

！ 
お
前
に
は
俺
が
」 

次
の

瞬
間
、
う
ら
ら
、
横

か
ら

突
っ
込
ん
で
き

た
ト

ラ
ッ
ク
に

轢
か
れ
る

。 

 

○
机
の
上 

筆
、

横
線
（
円

の
四
画
目
）
を

一
本
勢
い
よ
く

引
く

。 

半
紙

の
下
半
分

に
「
－
」
の
文
字
。 

 

○
江
藤
の

部
屋 

 
 

江
藤
、
ス
マ
ホ

へ
向
か
い
、 
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江
藤
「
う
ら
ら
？
！
」 

 

○
道 

 
 

江
藤
、
疾
走
し
て
い
る
。 

次
の

瞬
間
、
江
藤
、

地
面

か
ら

生
え
て
き
た

巨

大
な

タ
ケ
ノ
コ

の
よ
う
な

何
か

に
突
き
上
げ
ら

れ
、

串
刺
し
に
な
る
。 

 

○
机
の
上 

筆
、

円
の
一
画
目
の
縦
線

を
下

か
ら
突
き
上
げ

る
よ
う
に

書
く
。 

半
紙

の
下
半
分

に
「┴

」

の
よ
う
な
文
字

。 

 

○
展
望
台

（
数
日
後
） 

目
の

前
に
海
が

広
が
っ
て
い
る
。 

オ
リ
ビ
ア
（4

0

）
と
垣
内
（1

6

）
、
寄
り
添
っ
て

海
を

眺
め
て
い
る
。 

垣
内
「…

つ
ま
り
、

呪
い
が
連
鎖
し
て
、
あ
の
海
で

一

緒

に

遊

ん

で

た

四

人

組

が

み

ん

な

死

ん

だ

っ

て
わ
け
」 
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オ
リ
ビ
ア

「…

（
俯

く
）
」 

垣
内
「…

オ
リ
ビ
ア

？
」 

オ
リ
ビ
ア

「
実
は
さ
、
そ
の
四
人
組

の
中
の

江
藤
君

っ
て
子
、

私
の
英
語

教
室
の
生
徒
だ
っ
た
ん
だ
よ

ね
」 

垣
内
「
え
？
」 

オ
リ
ビ
ア

「…
繋
が
っ
て
る
ん
だ
よ
。
み
ん
な
ど
こ

か
で
」 

大
久
保
「…

」 

オ
リ
ビ
ア
「
（
話
題
を

切
り
替
え
て
）
ジ
ュ
ー
ス
買
っ

て
く
る
」 

オ
リ
ビ
ア

、
歩

き
出
す
。 

そ
の

瞬
間
、
オ
リ
ビ
ア
、

展
望
台
に
突
っ
込
ん

で
き
た
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
衝
突
す
る
。 

オ
リ
ビ
ア

、
必
死
に
機
体
の

頭
に
し
が
み
つ
く
。 

オ
リ
ビ
ア

、
機
体
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
、

海

上
に

出
る
も
、
そ
の

瞬
間
、
隕
石
が
降
っ
て
く

る
。 

オ
リ
ビ
ア

、
隕
石
と
衝
突
し
、
海

へ
落
下
す
る
。 

オ
リ
ビ
ア

、
海

の
中
へ
落

ち
る
。 
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そ
の

瞬
間
、
サ
メ
、

下
か
ら
や
っ
て
き
て
、

斜

め
左
上
に
い
る

オ
リ
ビ
ア

へ
食

ら
い
つ
く
。 

ジ
ェ
ッ
ト

機
と

隕
石
と
サ
メ
の

一
連
の
軌
道
、

円
の

二
画
目
の
よ
う
。 

 

○
机
の
上 

筆
、

円
の
二
画
目
を
勢
い
よ
く

書
く
。 

半
紙

の
下
半
分

に
、
真
ん

中
の

縦
線
の
抜
け
た

円
の

文
字
。 

 

○
展
望
台 

垣
内

、
腰
を
抜

か
し
て
い
る
。 

垣
内

の
後
ろ
か
ら
撮
影
カ
メ
ラ

が
近
づ
く
。 

撮
影

カ
メ
ラ
マ
ン
、

手
に

ト
ン
カ
チ
を
持
っ
て

い
る
。 

垣
内
、
気
づ
か
な
い
。 

撮
影

カ
メ
ラ
マ
ン
、

垣
内

の
頭

に
ト
ン
カ
チ

を

振
り

下
ろ
す
。 

 

○
机
の
上 
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筆
、

円
の
三
画
目
の
短
い

縦
線

を
書
く
。 

半
紙

に
「
十
円
」
の
文
字

が
で
き
あ
が
る
。 

 

（
お
わ
り
） 


